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子ども・子育て支援金
制度について

健康保険課

議題２
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１．子ども・子育て支援金制度とは

⚫「子ども・子育て支援金制度」は、社会連帯の理念を基盤に、こどもや
子育て世帯を、全世代・全経済主体が支える新しい分かち合い・連帯の
仕組みです。

⚫子ども・子育て支援納付金は、少子化対策促進のため、「児童手当の拡
充」や「妊婦のための支援給付」などの取組の財源として活用されます。

⚫加入する医療保険（国民健康保険や後期高齢者医療、被用者保険等）ご
とに保険料が決められ、令和８年度から、医療保険料とあわせて被保険
者にご負担いただくこととなります。
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２．拡充している子育て施策
• 所得制限の撤廃

• 高校生年代まで延長
児童手当の拡充

• 10万円相当の経済的支援妊婦のための支援給付

• 出生直後の一定期間内に両親ともに14日以上育児
休業と取った場合に最大28日間手取りの10割相当
を支給

出生後休業支援給付

• 時短勤務時の賃金の10％を支給育児時短就業給付

• 育児休業中の国民年金保険料の免除措置の創設国民年金保険料免除

• 保育所等に通っていない０歳６か月から満３歳未満
のこどもが時間単位等で利用

こども誰でも通園制度

令和６年１０月から

令和７年度から

令和７年度から

令和７年度から

令和８年１０月から

令和７年度は希望自治体
令和８年度より全国実施
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３．保険料収入 当初予算額

科目 予算額

１ 医療給付費分現年度分 4,889,869

２ 後期高齢者支援金分現年度分 1,788,736

３ 介護納付金分現年度分 589,194

４ 子ども・子育て支援納付金分現年度分 194,233

５ 医療給付費分滞納繰越分 161,239

６ 後期高齢者支援金分滞納繰越分 62,753

７ 介護納付金分滞納繰越分 34,800

保険料収入合計 7,720,824

（単位：千円）
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４．一人当たり保険料（月額参考値）

項目 金額等

子ども・子育て支援納付金賦課見込額 ・・・ａ 210,346千円

被保険者数見込 ・・・ｂ 64,452人

一人当たり月額保険料（概算） ・・・ｃ＝ａ/ｂ/12か月 約272円

※予算額 ＝ 賦課見込額 × 収納率見込（92.34％）で算出
※実際の保険料は所得や世帯の状況により異なります。あくまで参考値です。

保険料は所得等により個別差がありますが、参考例として次の計算により
算出した月額保険料を示します。
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【参考】
モデル世帯における保険料見込み比較

世帯構成
世帯
人数

収入 総所得金額
保険料額
推計（年額）

①高齢者単身世帯
（65歳以上）

１人 公的年金収入 81万円 ０円 764円

②高齢者夫婦世帯
（65歳以上）

２人
夫：公的年金収入 273万円
妻：公的年金収入 81万円

合計

163万円
０円

163万円
6,445円

③３人世帯
（45歳夫婦、子ども10歳）

３人 給与収入 300万円 202万円 7,615円

④３人世帯
（45歳母、子ども10歳・８歳）

３人 給与収入 300万円 202万円 6,808円
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